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激しく変化する社会をたくましく
生きる力が求められている
と言われるようになってて久しい
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ロボットやAI技術等の進展で
経済構造が大きく変化していく現在
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学校は社会と乖離したまま
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学校教育の中では相変わらず
忍耐・訓練・協調などが強調され
続けている？
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形骸化した教育でいっぱい
（手段が目的化している）
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【例】手段が目的化している

• 宿題やドリルばかり

• 他者意識のない作文を書かせる

• 節目節目で目標を書かせ掲示する

• 行動よりも心の教育が重視される

• アクティブラーニングは協力すること

が目的となっている

• リーダー指導といいながら

フォロアー指導ばかりに力が入る 7



目的 自律した生徒を育
成する

手段 基礎学力を身につけさ
せる

手段 つまずいたところを
繰り返させる

（例）
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宿題は間違ったところが大事！

１ ○

２ ○

３ ○

４ ○

５ ○

６ ○

７ ○

８ ○

９ ○

10      〇

1１ ○

1２ ○

1３ 〇

1４ ○

1５ ○

1６ ○

1７ ○

1８ × → 〇

1９ × → 〇

20       〇
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「×」→「〇」の努力をしなければ

１ ○

２ ○

３ ○

４ ○

５ ○

６ ○

７ ○

８ ○

９ ○

10      〇

1１ ○

1２ ○

1３ 〇

1４ ○

1５ ○

1６ ○

1７ ○

1８ ×

1９ ×

20       〇

勉強する前と何も変わってない

たくさんの時間だけ費やした！
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低い労働生産性？
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未来の教室を実現するために
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学校教育を
目的と手段の視点から
本質的に見直し
形骸化した活動をスクラップする
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最上位目標

手段手段

手段 手段 手段

上位の目標の実現を損ねる手段を選んではダメ

手段
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最上位目標のコンセンサス

社会が求める力と照らし合わせて

身につけさせたい力を明確にする
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経験を通して、
繰り返し実現できる力を
身につけさせていく
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コンピテンシー
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OECDが示したコンピテンシー（DeSeCo）

参考：国立教育政策研究所報告書
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●様々な場面で言葉や技能を使いこなす

●信頼できる知識や情報を収集し、有効に
活用する

●感情をコントロールする
●見通しをもって計画的に行動する
●ルールを踏まえて建設的に主張する

●他者の立場で物事を考える
●目標を達成するために他者と協働する
●意見の対立や理解の相違を解決する

OECDが示したコンピテンシー（DeSeCo）
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【麹町中の目指す生徒像（コンピテンシー）】

① 様々な場面で言葉や技能を使いこなす

② 信頼できる知識や情報を収集し、有効に
活用する

③ 感情をコントロールする

④ 見通をもって計画的に行動する

⑤ ルールを踏まえて建設的に主張する

⑥ 他者の立場で物事を考える

⑦ 目標を達成するために他者と協働する

⑧ 意見の対立や理解の相違を解決する
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従来の「知育・徳育・体育」で
目標のコンセンサスが得られるか？
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麹町中学校の4年間の学校改革
（社会に開かれた教育課程を目指す）
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350/500
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麹中メソッド

社会で再現！

学び方を身につける 【スキル】

社会へのモチベーション！

ロールモデルを探し出す【スイッチ】

柱１

柱２
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[ねらい] [要約]
①
②
③

[結 論】

[板 書]
[気づき]

[疑 問]

[まとめ]

[行動目標]

麹中ノートの基本フレーム

1

2

3 4

5
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学
力
テ
ス
ト
①

区
学
力
調
査

体
育
祭

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
（
１
年
）

文
化
祭

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
宿
泊

ブ
レ
ス
ト
・
Ｋ
Ｊ
法
な
ど

（
２
年
移
動
教
室
）

●
ツ
ア
ー
企
画
取
材
旅
行

●
校
内
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
３
年
修
学
旅
行
）

生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
①

Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
①

定
期
テ
ス
ト
①

学
力
テ
ス
ト
②

定
期
テ
ス
ト
②

●
大
学
・
専
門
学
校
等
訪
問

●
校
内
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
１
年
探
求
学
習
）

生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
②

Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
②

定
期
テ
ス
ト
③

学
力
テ
ス
ト
③

定
期
テ
ス
ト
④

企
業
探
求

「
ク
エ
ス
ト
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

●
全
国
大
会
へ
エ
ン
ト
リ
ー

●
校
内
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
２
年
）

社会に開かれた問題解決型カリキュラムの配列

２年探求型学習（クエスト）

３年探求型学習

4
月

12
月

10
月

11
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

２
月

１
月

３
月

主
な
行
事
の
活
動
時
期

テ
ス
ト
等
時
期

●
ノ
ー
ト
・
手
帳
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
１
年
）

●
フ
ォ
ト
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
２
年
遠
足
）

● P(プランニング)&P(プレゼンテーション) ● 自学協学の時間①

②

④

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑥

●
模
擬
裁
判
（
３
年
）

⑪

③
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大学・専門学校等訪問

（上級学校訪問）

【第１学年】
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クエストエデュケーション

（企業への模擬インターンシップ）

<25時間程度>

【第２学年】
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実在の企業からのミッション！

NTTドコモ

Panasonic

クレディセゾン

大和ハウス

テレビ東京

富士通
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スキルアップ宿泊
思考ツールを身に付ける

（企業・大学と連携したワークショップ）

「2020年、東京オリンピック後の

ハッピープロジェクトを提案せよ」

<2泊3日>

【第２学年】
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対立を解決し

思考ツールを活用し
●ブレインストーミング
●マインドマップ
●マンダラート
●KJ法

企画・プレゼン作成

プレゼンテーション

ミッション

一人ではできない創造を！ 36
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ツアー企画取材旅行

（JTBにツアー企画を提案する）

<25時間程度>

【第３学年】
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取材のコツを学ぶ

ツアー企画の検討

現地で取材（修学旅行）

パンフレット作成・プレゼン作成

旅行会社にプレゼンテーション

パンフ・プレゼンの制作方法を学ぶ

旅行って素敵だ！ミッション提示！

出前授業

出前授業

出前授業

出前授業
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模擬裁判
裁判員裁判を体験する

<8～10時間>

【第３学年】

44



45



46



47



48



日 課 表

（月～金）
45分授業

6 校 時 通
常
の
教
育
活
動

ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル

（
選
択
）

10
時
間
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麹中アフタースクール

【開設】 3：30～6：00
【事務局】非常勤教員３名

麹中塾 部活動 サークル
【学力アップ系】

・英会話スクール <外部委託>
・補習講座（全学年・英・数）
・基礎講座（全学年・英・数）
・発展講座（１・２年・数）
・国語講座（全学年）
・質問教室（全学年）
・英語検定面接対策講座
・自習教室
・図書館開放
・コンピューター室開放

【その他】
・水泳講座 <外部委託>
・華道講座 <外部委託>
・茶道講座 <外部委託>

・男子バスケットボール部
・女子バスケットボール部
・男子バレーボール部
・女子バレーボール部
・バドミントン部
・硬式テニス部
・陸上競技部
・サッカー部
・合気道部
・剣道部
・ダンス部
・美術部
・吹奏楽部
・囲碁・将棋部 ・水泳部
・文芸部 ・茶道部
・家庭科部 ・華道部

・麹中ファーム
（屋上庭園で農場経営）

・演劇サークル
（麹中祭で演劇）

・フォトグラフサークル
（写真の撮り方）

・プログラミングサークル
（スマホのアプリ制作）

・理科サークル
（ビオトープに蛍を）

・アナウンスサークル
（他者を意識した話し方技術）

個性を伸ばす多種多様な放課後活動

【運営スタッフ】
非常勤教員＋司書 ４名
大学生 １１名
外部専門家 ２０名程度

【運営スタッフ】
一般教員 ２２名
外部指導員 １５名程度

【運営スタッフ】
外部専門家 8名

50



四川飯店
陳 建一氏
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脳科学者
青砥 瑞人氏
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LoilLo CEO
杉山浩二氏
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TVアナウンサー
赤平 大氏
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西武プロパティ・ヤフー 宮坂社長
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生徒による購買部経営
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EY JAPANの全面支援
（新日本有限責任監査法人）
アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッド

千代田区内幸町 日比谷国際ビル
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未来の教室の実現に向けて

1. EdTech（社会の縮図として）

• 安心して失敗できるICT環境

• 学習スタイル＝社会人の仕事スタイル

2. 社会とシームレスな環境整備

• プロフィットセンター的役割

3. カリキュラムの自由度の拡大

• 実験校の実現
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教育課程 教育課程外
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